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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第20期

第２四半期
累計期間

第21期
第２四半期
累計期間

第20期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成26年４月１日
至平成26年９月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （千円） 3,297,630 4,218,776 6,921,232

経常利益 （千円） 331,009 440,339 700,767

四半期（当期）純利益 （千円） 206,701 283,110 434,202

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 414,462 414,462 414,462

発行済株式総数 （株） 1,290,860 2,581,720 2,581,720

純資産額 （千円） 2,415,995 2,883,961 2,661,856

総資産額 （千円） 3,869,754 4,774,985 4,293,621

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 82.23 112.09 172.48

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額
（円） 81.59 111.96 170.96

１株当たり配当額 （円） － － 5.00

自己資本比率 （％） 62.4 60.3 62.0

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 307,538 467,392 592,094

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） 50,659 △425,421 △180,208

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △12,426 △112,453 5,911

現金及び現金同等物の四半期末（期末）

残高
（千円） 1,942,748 1,960,071 2,023,556

 

回次
第20期

第２四半期
会計期間

第21期
第２四半期
会計期間

会計期間
自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 40.78 49.00

（注）１　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては、記載しておりません。

　　　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、当社は、関連会社を有しておりませんので、記載しておりま

せん。

４　当社は、平成25年10月１日付で株式１株につき２株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該

株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額を算定しております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。なお、当第２四半期累計期間において、台湾、香港及び東南アジア等の、中国繁体字圏での電子書

籍販売事業の拡大を図るため、中華民国に子会社１社を設立しています。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当社は連結の対象となる子会社及び関連会社がありませんので、財政状態及び経営成績の状況の分析並びに検討

内容は、当社の財務諸表に基づいて分析した内容であります。また、当社の事業は電子書籍事業のみであり、事業

所も本店のみとなっているため報告セグメントはありません。

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1）財政状態の分析

（資産の部の分析）

　流動資産は、前事業年度末と比べて、479,669千円（11.6％）増加し、4,599,359千円となりました。

　主な増加内容として、現金及び預金が326,503千円増加、売掛金が60,766千円増加、有価証券が34,080千円増

加しています。

　固定資産は、前事業年度末と比べて、1,694千円（1.0％）増加し、175,625千円となりました。

　主な増加内容として、投資その他の資産が1,120千円増加しています。

　なお、当第２四半期累計期間において、重要な設備の新設および除却はありません。

　この結果、資産合計は、前事業年度末に比べて、481,363千円（11.2％）増加し、4,774,985千円となりまし

た。

（負債の部の分析）

　流動負債は、前事業年度末と比べて、259,258千円（15.9％）増加し、1,891,023千円となりました。

　主な増加内容として、買掛金が126,347千円増加、未払金が86,984千円増加しています。

　この結果、負債合計は、前事業年度末に比べて、259,258千円（15.9％）増加し、1,891,023千円となりまし

た。

（純資産の部の分析）

　純資産合計は、前事業年度末と比べて、222,105千円（8.3％）増加し、2,883,961千円となりました。

　主な増加内容として、四半期純利益283,110千円の獲得を計上しています。

　この結果、自己資本比率は、60.3％（前事業年度末は62.0％）となりました。

 

(2）経営成績の分析

　当第２四半期累計期間における我が国経済は、景気の緩やかな回復基調が続きましたが、一部に弱い動きも見

られます。企業収益は、改善に足踏みが見られ、各種調査による企業の業況判断も、おおむね横這いとなってい

ます。個人消費は、消費税率引き上げに伴う需要の反動減も徐々に緩和しているものの、持ち直しの動きに足踏

みが見られます。

　通信端末の市場環境は、従来型携帯電話の契約数が減少する一方で、スマートフォンの普及が進んでいます。

株式会社ＭＭ総研によれば、平成26年３月末の端末契約数は、スマートフォンが5,734万件（前年度末比1,376万

件増）、携帯電話が6,468万件（前年度末比867万件減）となっています。同社は、平成31年３月末のスマート

フォン契約数は、1億300万件に達すると予測しています。

　また、タブレットの出荷台数が、前年同期比でプラス成長となっています。IDC Japan株式会社によれば、平

成26年４月～６月の、タブレットの出荷台数は、197万台（前年同期比19.3％増）となっています。
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　電子書籍の市場環境は、新プラットフォーム（スマートフォン、タブレット等）向け電子書籍市場が、前年に

引き続き、急速に拡大しています。株式会社インプレスビジネスメディア「電子書籍ビジネス調査報告書2014」

によれば、平成25年度の電子書籍市場規模は、936億円（対前年比28.3％増）と推計されています。新プラット

フォーム向け市場が、789億円（対前年比114.4％増）、携帯電話向け市場が、140億円（対前年比60.0％減）と

なっています。同社は、平成30年度の電子書籍市場規模は、平成25年度の2.9倍の2,790億円程度になると予測し

ています。

　当社を取り巻く事業環境は、大手企業の参入をきっかけとして、競争が激化しています。この結果、掲載コン

テンツの需要が増加し、出版社等のコンテンツホルダーからの仕入コスト上昇のリスクが高まっています。ま

た、集客を強化するための広告宣伝や販促コストも増加傾向となっています。

　このような環境の中で、当社は、顧客第一主義のもと、サービスの向上と差別化によって、売上高を伸ばすと

ともに、収益体質の改善に努めています。

　売上原価については、コンテンツホルダーへのきめ細かな営業活動によって、これまでの仕入コストの比率を

維持し、その上昇リスクを抑制しました。販売費及び一般管理費については、広告宣伝や販促のコストは増加し

たものの、効率化を目的とした、継続的な内容の見直しを行っています。

　この結果、当第２四半期累計期間の経営成績は、売上高は4,218,776千円（前年同期比27.9％増）、営業利益

は420,873千円（前年同期比31.5％増）、経常利益は440,339千円（前年同期比33.0％増）、四半期純利益は

283,110千円（前年同期比37.0％増）となりました。

　以下、事業の業績を示すと次のとおりであります。

 

＜電子書籍事業＞

①本店による電子書籍販売

　当第２四半期累計期間においても、引き続き３Ｐ（プロモーション・プレイス・プロダクト）戦略による販売

拡大を図りました。プロモーション戦略とは、広告やポイント付与等を用いた集客施策を指し、プレイス戦略と

は、サイト改良やサイトを利用する上での、サービス内容改良等によるユーザー利便性の向上施策を指し、プロ

ダクト戦略とは、掲載冊数拡充などのコンテンツ施策を指します。

　プロモーション戦略としては、効果の高い広告の選定やポイント付与施策等、購買に結びつく集客に注力しま

した。Twitter、Facebookを活用してのＰＲ企画も行っています。また、累計販売冊数１億冊突破記念として、

新規入会者にポイントを付与する、「最大１億円分入会キャンペーン」を実施しています。

　プレイス戦略としては、適宜、サイト改良を実施し、使いやすいサイト構築、電子書籍を閲覧しやすい仕組み

づくりを行いました。また、ビジネスパーソン向けの新しい電子書籍サイト「パピレスプラス」を開始しまし

た。書籍を分冊し、章や記事単位で販売する新方式を導入しています。多忙なユーザーでも、欲しい情報だけ

を、すぐ簡単に読めるサービスを目指しています。

　プロダクト戦略としては、コミック、小説・ノンフィクション、ビジネス書、趣味実用書等、幅広いジャンル

の書籍を入荷しました。株式会社マッグガーデンの「魔法使いの嫁」、アニメ映像化された株式会社スクウェ

ア・エニックスの「月刊少女野崎くん」等を掲載しています。

　また、他社との差別化戦略として、当社独自コンテンツの開拓にも注力しています。アイディアファクトリー

株式会社の「薄桜鬼」等のゲームを、当社独自の「絵ノベル」形式化して販売しています。さらに、出版社との

共同制作や、電子書籍作品投稿サイト「upppi」を活用しての、オリジナルコンテンツ配信を進めています。海

外展開としてコンテンツ翻訳も行っています。

　この結果、当第２四半期累計期間における本店による電子書籍販売の売上高は4,062,490千円（前年同期比

27.5％増）となりました。

②提携店を通じた電子書籍販売

　ヤフー株式会社、Amazon社等のポータルサイトやECサイトとの提携による、電子書籍委託販売や取次販売を

行っております。また、海外のインターネットサービス会社と提携し、海外への販売活動を行っています。

　この結果、当第２四半期累計期間における提携店を通じた電子書籍販売の売上高は146,439千円（前年同期比

33.4％増）となりました。

③その他

　電子書籍の図書制作売上、自社制作コンテンツのロイヤリティ収入等を計上しております。

　この結果、当第２四半期累計期間におけるその他の売上高は9,846千円（前年同期比380.7％増）となりまし

た。

 

（注）「Twitter」は、Twitter,Inc.の商標です。

　　　「Facebook」は、Facebook,Inc.の商標です。
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前事業年度末より

63,484千円減少し、1,960,071千円となりました。当第２四半期累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フロー

の状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間における営業活動においては、主な資金増加要因として、税引前四半期純利益の獲得額

440,339千円、仕入債務の増加額126,347千円、未払金の増加額85,904千円等がありました。これに対して、主な

資金減少要因として、売上債権の増加額60,766千円、法人税等の支払額190,761千円等がありました。

　この結果、獲得した資金は467,392千円（前年同四半期は307,538千円の獲得）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間における投資活動においては、主な資金増減要因として、定期預金の払戻による収入

800,000千円及び定期預金の預入による支出1,200,000千円等がありました。

　この結果、使用した資金は425,421千円（前年同四半期は50,659千円の獲得）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間における財務活動においては、主な資金減少要因として、自己株式の取得による支出

53,045千円、配当金の支払額12,567千円等がありました。

　この結果、使用した資金は112,453千円（前年同四半期は12,426千円の使用）となりました。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は、16,240千円であります。

なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 9,000,000

計 9,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,581,720 2,581,720

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 2,581,720 2,581,720 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額

（千円）

資本金
残高

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成26年７月１日～

平成26年９月30日
－ 2,581,720 － 414,462 － 189,389
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（６）【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合(％)

天谷　幹夫 東京都練馬区　 856,926 33.19

日本出版販売株式会社 東京都千代田区神田駿河台４丁目３　 160,000 6.19

GOLDMAN，SACHS ＆ CO.REG

（常任代理人　ゴールドマン・サック

ス証券株式会社）

200 WEST STREET NEW YORK，NY，USA

（東京都港区六本木６丁目10－１六本木ヒルズ

森タワー）

110,000 4.26

日本トラスティ・サービス信託銀行株

式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－11 104,100 4.03

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２－10　 61,400 2.37

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６－１ 43,400 1.68

松井　康子 千葉県市川市 40,296 1.56

楽天証券株式会社 東京都品川区東品川４丁目12－３ 36,900 1.42

山本　大助 　 大阪府大阪市 31,000 1.20

資産管理サービス信託銀行株式会社

（証券投資信託口）

 

東京都中央区晴海１丁目８－12晴海トリトンス

クエアタワーＺ

　

30,000 1.16

計 － 1,474,022 57.09

（注）１　上記のほか、自己株式が70,588株あります。

２　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）及び資産管理サービス信託銀行株式会社（証券投資信

託口）の所有株式は、信託業務に係る株式です。

３　大和証券投資信託委託株式会社から、平成26年10月６日付の大量保有報告書の写しの送付があり、平成26年９

月30日現在で134,400株を保有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第２四半期会計期間末時

点における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

　　なお、大和証券投資信託委託株式会社の大量保有報告書の写しの内容は以下のとおりであります。

大量保有者　　　　　大和証券投資信託委託株式会社

住所　　　　　　　　東京都千代田区丸の内１丁目９－１

保有株券等の数　　　株式　134,400株

株券等保有割合　　　5.21％
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 70,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　2,509,900 25,099 －

単元未満株式 普通株式　　　　1,320 － －

発行済株式総数 　　　　　　2,581,720 － －

総株主の議決権 － 25,099 －

 

②【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

所有者の氏名

又は名称
　所有者の住所

自己名義

所有株式数

（株）

他人名義

所有株式数

（株）

所有株式数

の合計

（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

　株式会社パピレス
　東京都豊島区東池袋

　３丁目23－14
70,500 － 70,500 2.73

　計 　－ 70,500 － 70,500 2.73

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成26年７月１日から平成26

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について
　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財

政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

　　資産基準　　　　　0.7％

　　売上高基準　　　　0.0％

　　利益基準　　　　　0.0％

　　利益剰余金基準　　0.0％
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,775,962 3,102,465

売掛金 959,727 1,020,494

有価証券 245,639 279,719

コンテンツ資産 2,383 1,760

その他 139,894 199,115

貸倒引当金 △3,917 △4,195

流動資産合計 4,119,690 4,599,359

固定資産   

有形固定資産 6,545 6,120

無形固定資産 234 1,234

投資その他の資産 167,151 168,271

固定資産合計 173,931 175,625

資産合計 4,293,621 4,774,985

負債の部   

流動負債   

買掛金 735,942 862,289

未払金 379,653 466,638

未払法人税等 194,488 175,416

賞与引当金 27,222 55,167

その他 294,458 331,511

流動負債合計 1,631,765 1,891,023

負債合計 1,631,765 1,891,023

純資産の部   

株主資本   

資本金 414,462 414,462

資本剰余金 189,389 189,389

利益剰余金 2,105,383 2,375,814

自己株式 △47,379 △100,425

株主資本合計 2,661,856 2,879,241

新株予約権 － 4,720

純資産合計 2,661,856 2,883,961

負債純資産合計 4,293,621 4,774,985
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 3,297,630 4,218,776

売上原価 1,352,467 1,730,653

売上総利益 1,945,163 2,488,123

販売費及び一般管理費   

広告宣伝費 1,029,241 1,341,109

代金回収手数料 280,283 330,864

貸倒引当金繰入額 3,787 2,162

賞与引当金繰入額 15,830 33,680

その他 295,911 359,433

販売費及び一般管理費合計 1,625,053 2,067,249

営業利益 320,109 420,873

営業外収益   

受取利息 2,584 3,925

為替差益 － 7,046

退会者未使用課金収益 ※ 11,185 ※ 8,600

その他 0 0

営業外収益合計 13,769 19,572

営業外費用   

自己株式取得費用 － 106

為替差損 2,868 －

営業外費用合計 2,868 106

経常利益 331,009 440,339

税引前四半期純利益 331,009 440,339

法人税、住民税及び事業税 126,744 171,834

法人税等調整額 △2,436 △14,604

法人税等合計 124,308 157,229

四半期純利益 206,701 283,110
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 331,009 440,339

減価償却費 727 986

株式報酬費用 － 4,720

貸倒引当金の増減額（△は減少） 165 277

賞与引当金の増減額（△は減少） △9,377 27,944

受取利息及び受取配当金 △2,584 △3,925

為替差損益（△は益） 2,896 △7,025

売上債権の増減額（△は増加） △79,381 △60,766

たな卸資産の増減額（△は増加） △348 623

仕入債務の増減額（△は減少） 96,585 126,347

未払金の増減額（△は減少） 66,680 85,904

その他 23,778 38,588

小計 430,152 654,017

利息及び配当金の受取額 3,125 4,136

法人税等の支払額 △125,739 △190,761

営業活動によるキャッシュ・フロー 307,538 467,392

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △500,601 △1,200,000

定期預金の払戻による収入 413,548 800,000

有価証券の取得による支出 △100,000 △100,000

有価証券の売却及び償還による収入 217,031 100,000

有形固定資産の取得による支出 － △240

投資有価証券の取得による支出 △19 －

投資有価証券の売却による収入 20,699 －

子会社株式の取得による支出 － △25,181

投資活動によるキャッシュ・フロー 50,659 △425,421

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 － △53,045

配当金の支払額 △12,426 △12,567

その他 － △46,839

財務活動によるキャッシュ・フロー △12,426 △112,453

現金及び現金同等物に係る換算差額 6,509 6,998

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 352,281 △63,484

現金及び現金同等物の期首残高 1,590,466 2,023,556

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,942,748 ※ 1,960,071
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【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

※　退会者未使用課金収益

　ユーザーが電子書籍コンテンツをダウンロード又は閲覧するために、前もって購入したポイントのうち、

当第２四半期累計期間において失効した金額を「退会者未使用課金収益」として計上しております。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前第２四半期累計期間

（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

現金及び預金勘定 2,395,167千円 3,102,465千円

有価証券勘定 165,574 279,719

小計 2,560,741 3,382,185

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △500,000 △1,200,000

株式及び償還期間が３ヶ月を超える債券等 △117,993 △222,113

現金及び現金同等物 1,942,748 1,960,071

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日

定時株主総会
普通株式 12,568 10 平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金

 

２　基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月26日

定時株主総会
普通株式 12,679 5 平成26年３月31日 平成26年６月27日 利益剰余金

 

２　基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

前第２四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自　平成

26年４月１日　至　平成26年９月30日）

【セグメント情報】

　当社は、電子書籍事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間

（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 82円23銭 112円09銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 206,701 283,110

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 206,701 283,110

普通株式の期中平均株式数（株） 2,513,632 2,525,801

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 81円59銭 111円96銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 19,642 2,962

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

─── ───

（注）当社は、平成25年10月１日付で株式１株につき２株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分

割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算定して

おります。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

    平成26年11月７日

株式会社パピレス   

 取締役会　御中    

 

 有限責任監査法人　トーマツ  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 向　　眞生　　㊞

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 髙橋　篤史　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社パピレ

スの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第21期事業年度の第２四半期会計期間（平成26年７月１日から平成26

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社パピレスの平成26年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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